
環境保護 ～脱炭素取組み～ 環境マネジメントシステム エコアクション213-1

目標

取組趣旨

①脱炭素：2013年度比2030年 ▲46% ※2035年▲60% ②食品リサイクル率：2030年 80%

2011年に岡山・鳥取県の小売業初の認証を受け、以来16年間の継続取組。岡山県で初めて食品トレイ回収を始めた。
電力消費量▲22% CO₂排出量削減▲43% 太陽光発電使用率6.3%（2034年10%超）
食品リサイクル率 75.8％ ※削減率は何れも2013年度比 数値は2025年度実績

EA21環境経営システム

経営への寄与

全員参加の活動

EA21認証取得

管理者勉強会、啓蒙ビデオ制作
『EA21環境認証取得を目指して』

スマートストア開発：高野店
ハートデリカ下水出口管理、環境活動報告書発行

生産性プロジェクトとの連携

地域未来牽引企業の選定

環境月間：節電キャンペーン、環境標語、内部監査の充実

AI予測でＤＸ加速

EA21計画・記録を周知するためにオープンフォルダーを設置

本部において5S活動としてクリーンタイムを開始

安全衛生活動との連携
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第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第１期 2009～2011年EA21活動の基本徹底

第２期
2012～2014年環境活動から環境経営への

意識改革

第３期 2015～2017年環境活動の収益構造改革への寄与を具現化

第４期 2018～2020年より地域を意識した環境活動に調整

第５期
2021年～SDGsの達成に向けた活動
2024年～サステナビリティ活動
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エコアクション21 16年間の主な取組
環境からSDG’s、ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ活動へ進化

CO₂総排出量の削減（SCOPE1,2）
13,294t-CO₂  2013年度比▲43%



環境保護 ～脱炭素取組み～ 太陽光発電所設置による脱炭素の取組3-2

目標

取組趣旨

①脱炭素：2013年度比2035年 ▲60%達成の為、2034年太陽光比率を10%超目指す

2014年～日照条件の良い岡山県に10カ所のFIT太陽光発電所を設置。2021年からは電気料金の安定化と
脱炭素の目的で鳥取県と新店舗を中心に10カ所のPPA太陽光発電所を設置(25ｻｲﾄ中20ｻｲﾄ設置)
太陽光発電電力比率6.3%(FIT発電所は含まず)、電力料金削減は約27,359千円/年(FIT含む:約54,404千円)

太陽光発電所の積極的な建設
2014年～2025年（20ｻｲﾄ 2,690kW ﾊﾟﾈﾙ容量）
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WL店
WL店

黒田店

オンサイトPPA方式発電所設置
10サイト 2,030kW  パネル容量

2024年5月新設（松江：マルイ黒田店）
最大規模（340kW）太陽光発電所



環境保護 ～脱炭素取組み～ 空調制御システムの導入による使用電力量の削減3-3

目標

取組趣旨

①脱炭素：2013年度比2030年 ▲46%の為、導入店舗での消費電力削減▲20%目指す

2022年～2023年にかけて空調のAI制御機器を導入し、大型2店舗の改装時にデシカント空調設備・
その他にAI空調制御を６店舗で導入。 ※デシカント空調はカビの発生も抑えられ良好な店舗環境を維持
デシカント空調導入後 使用電力量▲18.4% AI空調制御導入後 電力使用量▲2~3%（店舗による）
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年間電力使用量：1,845MWh 年間電力使用量：1,506MWh



環境保護 ～脱炭素取組み～ AIデマンド監視（エナッジ）の活用によるデマンド削減の取組3-4

目標

取組趣旨

①脱炭素：2013年度比2030年▲46%達成の為、使用電力量、ピークデマンドの削減を行う

3県(岡山、鳥取、島根)12カ所にエナッジを設置。電力実績と節電アクションを確認することで、
電力使用量の削減に繋がっている。(導入店舗▲3.8％、未設置店舗▲1.0％)
また、電力契約の負荷率を上げることで、ロスの少ない電力契約を行い環境負荷を低減する。

エナッジ導入店舗数12店舗(全24店舗中)

節電アクション(画面確認)の回数が多い店舗ほど
昨年対比での、使用量削減に繋がっている
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エナッジ導入後、電力使用量前年対比(％)

導入店舗は▲3.8％の削減を達成(未設置の店舗は▲1.0％)
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